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大学英語教育では、文法・語彙チェックを超え、学習者の論理的思考やメタ認知を促す対話的

フィードバックが求められる一方、対話的支援を実現しうる技術として注目される生成 AI を活

用したライティング支援の効果や最適な指導法は、まだ十分に解明されていない。本研究では、

導入以前の 2022 年度のベースラインと比較しつつ、都内私立大学データサイエンス系学部１年

生（各年約 300 名）を対象に、必修科目「リーディング・ライティング演習」の授業内で

ChatGPT を① 課題サポートのみ（2023 年）、② 課題サポート＋トレーニングパートナー（2024

年）として活用し、その効果と課題を検証した。 

ライティング課題平均点は年次ごとに上昇し、Kruskal–Wallis 検定で有意差、多重比較でも

2024 年が他年を上回った。加えて教員評価でも文章構成・論理性の向上が確認され、多ターン

対話を通じた自己修正能力の促進が示唆された。しかし下位層学生には提案理解・反映困難例

や、短いやり取りに留まる例も見られた。 

結論として、本研究発表では、（1）具体的なプロンプト例の提示、（2）ステップごとの解説と

演習実施、（3）活用マニュアルの提供、（4）プロンプトスクリーンショット提出義務化などの授

業設計を組み合わせることで、生成 AI を用いたライティング支援の効果を最大化できる可能性

を示唆する。生成 AI の活用は成果の質的向上と自律的思考力の促進に寄与することが期待さ

れ、今後はプロンプトエンジニアリングの改善や、活用に課題を抱える学習者への支援策の詳細

な検討が求められる。 
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